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東京証券取引所における次世代売買システム「arrowhead」の稼働について 
 

 

 

 平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 今般、東京証券取引所では、注文・約定処理の高速化等に対応するため、現物（株式、CB 等）

の立会取引に係る次世代売買システム「arrowhead」の稼働と売買制度の一部変更等を、平成 22

年 1 月 4 日（月）より行う予定となっております。 

 

 東京証券取引所作成によるリーフレットを添付いたしますので、内容等につきましては、当該

資料及び東京証券取引所のホームページにてご確認下さい。 
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商 号 等：日の出証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第３１号 

加入協会：日本証券業協会 

http://www.tse.or.jp/
http://www.tse.or.jp/


arrowhead（次世代売買システム）が稼働します

平成２２年１月４日より…

 東京証券取引所では、注文・約定処理の高速化等の市場利用者のニーズを実現し、
注文の小口化、取引件数の急激な増加に対応するため、高速性・信頼性・拡張性につい
て世界最高水準の機能を有する、次世代売買システム「arrowhead」を稼働します

 対象は、全ての現物（株式・CB等）のオークション取引です

 昨今の情報技術の進展により、リアルタイムの相場情報を見ながら迅速に取引が行え
るようになり、個人投資家においてもインターネット取引のウェイトが高まっておりますが、
arrowhead稼働後は、信頼性の高いシステムで、飛躍的に高速な売買を行うことが可能

になります。

安全性・
拡張性

高速性

柔軟性堅牢性

■あらかじめ定めた拡張基準※を超えた
場合、１週間程度以下で対応

※分間注文受付件数について、ピーク時の２倍
のキャパシティを用意します。

■注文受付通知のレスポンスの高速化

■即出来の約定通知のレスポンスの
高速化

■多様な商品や取引ルールの追加、変更
に短期間で対応可能

■ハード面での高可用性の確保

■セカンダリサイト（バックアップセンタ）
を構築、24時間以内の復旧



ご注意下さい①
約定処理が高速化され、特に成行注文を発注される場合

には、思わぬ値段で約定する可能性があります。

■約定処理の高速化に伴い、注文状況によっては株価が急変動する場合も考えられます■

■お客様が板で注文状況を視認してから発注し、その注文が取引参加者（証券会社）を経由して
arrowhead上で処理されて板に登録されるまでの間にも、板上ではたくさんの注文が約定し、値段の変動
が多いときには数百回といった規模で起こることも想定されます■

■特に成行注文を発注される場合には、想定している値段の範囲を超えて約定されてしまう可能性があ
りますので、十分ご注意いただきますようお願いいたします■

（例） 現在値100円→成行買い注文10単位発注

現在の板の見え方 arrowhead後の板の見え方

即時即時
数秒後数秒後

数秒ごと
順次約定

数秒ごと
順次約定



ご注意下さい② arrowhead稼働に合わせて売買制度が一部見直されます。

・左記③の条件を撤廃。
例えば、いわゆる喰合いの場合についても、直前の
約定値段に近い値段で約定成立。
ストップ配分時には最低単位以上の反対注文が
あれば約定成立。

・①成行及び優先する値段での呼値の全数量
②成立値段の呼値の一方の全数量
③もう一方の最低単位以上が合致する値段で
約定成立。ストップ配分時には、各取引参加者
に最低単位以上の配分が行われない場合は
約定不成立。

板寄せ・ストップ配分
時の合致要件

・１注文の連続約定により、直近値段から更新値幅の
２倍乖離した値段を超えて買い上がる（売り下がる）
場合、当該値段に連続約定気配を１分間表示し、
板寄せによって付合せ。（下図参照）

・制度なし連続約定気配（新設）

・全体的なバランスと分かりやすさを考慮したうえで、
若干拡大する方向で変更。
（特別気配の更新時間は変更しない。）

・例えば、700円以上1,000円未満の価格帯の制限値幅
を150円（現行100円）に変更。（次頁参照）

（次頁参照）制限値幅・特別気
配の更新値幅等

・全体的なバランスと分かりやすさを考慮したうえで
細分化。

・例えば、2,000円台を1円刻みに変更。（次頁参照）

（次頁参照）呼値の刻み

・全日立会とする。・2009年12月30日（水）を含めて、全日立会とする。半日立会

（大発会・大納会）

・取引参加者ごとに合算の後、１単位ずつ全数を配分。・取引参加者ごとに合算の後、
①１単位ずつ５周、
②残数の１／３ずつ
③残数の１／２ずつ
④残数で配分。（ストップ配分の場合は、②以降は
按分比率を乗じた数を配分。）

同時注文（始値決定前
等に発注された注文）
の配分順位

2010年1月4日（月）から

（arrowhead）

2009年12月30日（水）まで
（現行システム）

連続約定気配（新設）の例

111円で1単位約定するところですが、
連続約定気配値段（110円）を上回っ
ているため、連続約定気配「K」が

1分間表示されます。

（図の前提）
・ザラバ
・直近約定気配・・・100円
・気配の更新値幅・・・5円
・連続約定気配値幅・・・10円※
※連続約定気配値幅は気配の更新値幅の2倍



呼値の刻みの一部見直し

■お問合せ先■

株式会社東京証券取引所
TEL：03-3666-0141（代表）

ＵＲＬ：http://www.tse.or.jp/

■ご注意■

・本パンフレットは、２００９年（平成２１年）１１月時点の情報に基づき作成しております。今後の法令及び当取引所規則等の改
正により、内容が変更になる可能性がございますので、ご留意ください。

・著作権その他一切の権利は、株式会社東京証券取引所に帰属いたします。
・本パンフレットの頒布、複製につきましては、arrowheadに関する周知を図る目的に限って認めます。営業活動等に利用する

こと及び内容を改変、編集すること等は一切禁じます。

詳しい情報は、東証ホームページ 「arrowheadスクエア」 をご覧下さい。

http://www.tse.or.jp/rules/stock/arrowhead/index.html

制限値幅・更新値幅の一部見直し

※ 100万円台、1,000万円台は、10 万円台のそれぞれ10 倍、100倍。ただし、5,000万円以降は5,000 万円時の値で固定。


